
 

学 校 名 等 福岡公民館（福岡中学校区家庭教育学級） 

実 施 日 時 令和 3年 11月 12日 

会 場 福岡中学校・福岡小学校 

参 加 人 数 合計約２５０人（中学生 150名を含む） 

学習課題（分野） 子どもを取り巻くネット環境 

（自制心・善悪の判断・命の大切さ・社会のルール） 

運営者の願い 

子どもを取り巻くネット環境の現状と、適切な対応の仕方について、学ぶ機会

としたい。中学生は親子で聴くことで、より具体的で今すぐに対応することを強く

意識させたい。また、中学校区の小学校の保護者も同じ内容を学ぶことで、地域

ぐるみでネットやスマホについて考える機会としたい。 

学 習 の 内 容 

＜中学校区家庭教育学級とは＞ 

福岡公民館は、福岡中学校と中学校区にある４つの小学校（現在は学校統合により３小学校）と中

学校のすべての保護者を対象にして、家庭教育学級を運営しています。講師の選定や、資料の準備な

どは公民館が、保護者への呼びかけや通信の発行など事後の啓発などは学校が担当しています。 

平成２９年からこの方法で運営を始めて、今年度で５年目になります。 

＜講話について＞  

この講演会は、中津川市生涯学習スポー

ツ課が講師を３日間で８か所学校等に派遣

する事業の一環で、福岡公民館がそのうち

の２講演を活用しました。中学校では授業時

間に保護者とともに生徒が講演を聴きまし

た。同日夜、会場を小学校に移して、中学校

区の小中学校の保護者を対象に講演会が

行なわれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者の感想より＞ 

 セキュリティーの大切さ、ウイルス対策の必要性！！子どもに対しての言葉使いを大切にすること。追

い詰めるような言い方をしないように説明をする大切さ。大人が子どもの手本になるようにもっと気

を付けなければならないと思いました。 

 子どもが何でも話をできる環境をつくろうと思いました。子どもと向き合えるように心がけたいです。 

 命を大切にすること、家族を大切にすることが大事だと思いました。 

 子どもは親の背中を見て育つ。自分の事をどれだけ見てくれているのか、子どもたちは言わないだ

けで感じていることがたくさんあるのだと思いました。 

 我が家もゲームをオンラインでやったり、友達とLINEをしたりしていますので、親もきちんと目を配ら

せ、頭ごなしに言わずに子どもに気持ちを伝えていきたいと思います。 

 子どもの世界に近づくこと、見ている世界を知ること、一緒に楽しむこと、大切だなあと思いました。 

 

親は同じ 

一つの中学校区のすべ

ての小中学校が一緒に家

庭教育学級に取り組むこと

は効果的です。小さい学校

で構成されている場合は特

に、運営の資金を大きくで

きます。小学校は異なってい

ても、進学する中学校は同

じ。地域ぐるみで子育てを

する意味でも、同じ家庭教

育を一緒に学ぶのは言わ

ば当然です。 

講演会型（小学校・中学校・公民館連携） 

公民館が加わっている 

この家庭教育学級には

公民館が大きな役割を果

たしています。１年で変わっ

てしまうＰＴＡ役員には荷の

重い、講師の選定や年間計

画の作成なども、公民館な

らお手のもの。一方、人を集

めることや広報などは、小

中学校には容易なことで

す。学校と公民館が持ちつ

持たれつの関係で取り組ま

れています。 

公民館の役割の一つは

地域のひとづくりで、数年

先を見通しながら計画的に

取り組まれるものです。家

庭教育についてもその考え

方で、数年かけて取り組む

内容を工夫したり、小学校

から中学校までの９年間を

見通した意図的な配慮をし

たりできることもこの取組の

良さといえます。 

別紙様式１ 

家庭教育学級後に発行された校区家庭教育だより 

＜編集後記＞ 

講演中、何度も参加者に訴えかけていた安川

先生。起きてしまった命に関わるようなトラブルを

自分の目で見て、聞いて、関わったからこそ抱くこ

とのできる「危機感」からにじみ出た訴えだと感じ

ました。今、私たちの子どもは目の前で生きていま

す。その命を守るのは私たち大人です。大人自身

の情報端末への関わりを振り返ると共に、子ども

が持っている情報端末にも大人が責任を持ち、

「ネット社会の子育て」に子どもの顔を見ながら

向き合って行かねばと改めて思いました。 


